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株式会社サムライプロジェクトの株式会社サムライプロジェクトの株式会社サムライプロジェクトの株式会社サムライプロジェクトの事業一部譲受に関する事業一部譲受に関する事業一部譲受に関する事業一部譲受に関する    

基本合意書基本合意書基本合意書基本合意書締結の締結の締結の締結のお知らせお知らせお知らせお知らせ    

 

当社は、平成 23 年 12 月 28 日開催の取締役会において、下記の通り、株式会社サムライプロ

ジェクト（以下、「サムライプロジェクト」という。）の事業のうち、「美容師名鑑プロジェクト」

事業を譲り受けることについての基本合意書締結を決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．事業譲受の理由 

 当社は、「情報資産の銀行」という事業コンセプトを掲げ、顧客が有するさまざまな情報資産

を安全に保管・管理し、それらを有効的に活用するためのシステムを提案し提供することで、情

報資産の付加価値向上をはかり、明日の豊かな情報生活へ貢献することを企業理念として取り組

んでおります。 

今般、当社が譲受を行う事業は、サムライプロジェクトの「美容師名鑑プロジェクト」に関す

る事業です。 

「美容師名鑑プロジェクト」は、平成 22 年に開設したヘアビューティに特化した複合メディ

アで、ヘアカタログ「美容師名鑑」（出版物）を中心として、「美容師名鑑ウェブ」（美容ポータ

ルサイト）、「美容師名鑑オフィシャルブログ」、「美容師名鑑 on Facebook」、「美容師名鑑 Twitter」

（ソーシャルメディア）、「美容師名鑑 TV」（Ustream 動画配信）を複合的に組み合わせたメディ

アです。 

近年、美容室のオーバーストアにより、過当競争が発生し、コンシューマーの美容室選びが難

しくなっております。また、ユーザーは、「美容室を選ぶ」から「美容師を選ぶ」方向に徐々に

シフトチェンジしています。そのニーズに応えるため、「自分にぴったりあった美容師さんを見

つけよう」という目的で様々な側面から「美容師選びをサポート」するのが「美容師名鑑プロジ

ェクト」です。 

「美容師名鑑プロジェクト」が有する各種メディアにて美容師を多角的に紹介することで、ユ

ーザーとのマッチングを図っております。特にソーシャルネットワークが本格化した今の時代に



マッチしたメディアであり、これまでの美容ポータルが持たなかった多角的な視点からの美容師

選びをすることができます。 

当社は、今回譲り受ける「美容師名鑑プロジェクト」事業と当社の情報資産プラットフォーム

が持つ多くの機能を組み合わせることで、美容師にとって魅力的なサービスを提供し、コンシュ

ーマーへの訴求力を高め、且つ、独自性のあるメディアとして展開してゆくことを企図しており

ます。 

 

２．事業譲受の内容 

(1)譲受事業の内容       「美容師名鑑プロジェクト」事業 

(2)譲受資産および負債の項目  譲受資産および負債の項目については、基本合意契約締結後、

協議に入るため、未定です。決定次第、直ちにお知らせいたし

ます。 

(3)譲受価額および決済方法   譲受価額の総額および決済方法については、基本合意契約締結

後、協議に入るため、未定です。決定次第、直ちにお知らせい

たします。 

 

３．事業譲受の日程 

平成23年12月28日   基本合意書締結 

平成24年２月下旬   事業譲受契約書締結（予定） 

平成24年３月１日  事業譲受け期日（予定） 

 

４．相手先の概要 

(1)名称       株式会社サムライプロジェクト 

(2)代表者      代表取締役 石渡 武臣 

(3)所在地      東京都渋谷区千駄ヶ谷3-8-11 第三宮庭マンション302  

(4)設立年月日    平成15年10月24日 

(5)主な事業内容    会社案内作成、カタログ、パンフレットのデザイン、制作。 

チラシ、ポスター、リーフレット等の制作。 

(6)資本金      260万円 

(7)当社との関係    ①資本関係  該当事項はありません。 

②人的関係  該当事項はありません。 

③取引関係  該当事項はありません。 

④関連当事者 該当事項はありません。 

 

５．会計処理の概要 

 現段階では未定であり、決定次第、直ちにお知らせいたします。 

 

６．今後の見通し 

本件が、現時点において当期以降の業績に与える影響は軽微であり、今後、業績予想の修正の 



必要が生じた場合は、速やかに開示させていただきます。 

 

以上 

 


